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第 1 章は序論であり、本研究の目的や背景、論文の構成等について述べている。  
 第 2 章では、本研究に関連する過去の研究や文献を調査しその内容を要約してい
る。  




















(1)内空変位については、 8%の断面で 2mm 以上の内空変位が認められ、わずかなが









































（続紙 ２ ） 
 































学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 29 年１月 23 日、論文内
容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。  
 
 
 
 
 
 
